
山林整備ボランティア派遣
の現状報告

ＮＰＯ法人 みのお山麓保全委員会 ２０２３．８．５



171号線

山麓線

新御堂筋

大阪都市圏のベッドタウン

写真：グーグルアース



山林整備ボランティア派遣の現状報告

１，山林整備ボランティアの派遣について

〇山麓保全活動と助成の仕組み

〇山林整備ボランティア派遣の仕組みと現状

２，事故の概要と今後の安全管理について

〇山林整備活動中の転落事故の概要

〇再発防止策の策定と安全管理の徹底について
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箕面の山麓保全活動

四季折々の彩り豊かな 安らぎの山なみ

四季折々に彩り豊かな安らぎの山なみ（市立病院から山麓部を望む）

山林所有者
の役割

山麓の山林を所有し適切に育成・管理しつつ、活用を通じて
保全に努めます

市 民
の役割

山麓の恩恵を認識し、保全への理解を深め、資金･労力など
可能な形で支援します

行 政
の役割

山林所有者や市民の山麓保全の取り組みを支援し、防災や
法規制などの役割を担います

箕面市都市景観条例による「山なみ景観保全地区」の指定にあたり、2002年、
山麓保全の基本的な考え方を示す「山麓保全アクションプログラム」が策定さ
れ、山麓部の現状とその多面的価値を再認識し、公益的な機能を最大限発揮さ
せるため、山林所有者・市民・行政の三者協働による保全の取り組みが始まりま
した。
2003年には、山麓部の保全・活用に向けた多様な活動をコーディネイトする組

織として、ＮＰＯ法人みのお山麓保全委員会（山麓委員会）が設立されました。

箕面の山の
自然を守ろう



森林が持つ公益的な機能を 最大限発揮



みのお山麓保全活動 助成の仕組み

助成金交付審査会

助成先の推薦助言・勧告

補助金申請 みのお山麓保全委員会
助成申請等
相談･受付

箕面市

補助金交付 活動助成

山林所有者・

市民団体の

山麓保全活動

■ 助成対象活動
里山の管理・山の幸づくり・里山とのふれあい・山道の手入れ・里山の
自然保護をはじめとする 山林所有者や市民団体による山麓保全活動

■ 助成金額
山麓保全活動に必要と認められる経費について助成（上限25万円）

山林所有者が活動を行う場合は、「山なみ景観保全地区」に所有の山
林を対象として「自然緑地」指定に同意し、土地登記簿面積 1㎡あたり
25円が助成金額として計算



出典：「山麓ファンド」の活用について 里山再生・みんなイキイキ!!／公益信託「みのお山麓保全ファンド」

箕面山麓
（山なみ景観保全地区）

◇山麓部の総面積：約３８０ｈａ、約３７０名の地権者

・・・約８０％が私有林（公有林は約２０％）

行政 市民

山林所有者



山林所有者のさまざまな悩み

〇遠くに住んでいるので山に行けない！

〇勝手にゴミを捨てられるので困っている

〇自分の山がどこにあるか分からない
土地の境界をはっきりさせておきたい！

〇高齢なので山の手入れに行けない

〇シカやイノシシが多くて困っている

〇大雨が降ると土砂崩れがおきない
か心配

〇経済的な価値が無いので、寄付し
たい、所有権を放棄したい



不法投棄ゴミの回収 ≪山林所有者の悩み≫
市民は山林のまま残して欲しい
というが、勝手にゴミを捨てられ
て困っている

↓
箕面の山パトロール隊が発足
不法投棄ゴミを回収
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毎年12月には、数百人の参加
者による不法投棄防止活動
（大掃除大作戦）を実施

2003年～2021年度まで
ゴミ回収活動
参加者数・・・のべ4万人超
回収量・・・累計171トン以上

国定公園を含む箕面の山間・山麓部全域の不法投棄ゴミを回収



山林整備ボランティアの派遣

2022年は56件の派遣要請➡のべ537人が山林整備活動

2004年開始以降、要請件数
は年々増加、山林整備ボラ
ンティアが不足

↓
森の学校の修了生、及び
2019年度から、毎年1～2
回、ボランティア養成講座を
開催

≪山林所有者の悩み≫
高齢になった、遠隔地に
住んでいるなどの理由で
山の手入れが出来ない！

↓
ボランティア派遣を要請

平日活動のシニアに加えて、土日活動の現役世代のボランティアが参加
2021年から、一部で企業の参加も開始
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山林整備ボランティア派遣要請の件数増

山林整備
ボランティア
派遣要請件数

2004年～22年度
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要請件数が年々増加 ➡ 山林整備ボランティアが不足
養成講座開催＆山林整備ボランティアを募集中



山林整備ボランティア派遣の仕組み

中間支援組織 ※助成審査会

補助金

みのお山麓保全委員会

箕面市

助成金
交付

山林所有者
（56件が派遣要請）

2022年は、87件の助成申請
の内、56件（前年より5件増）
の山林所有者がボランティア
派遣を要請

山林整備
サポート要請

助成申請＆
ボランティア
派遣要請

報告
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
派遣費用
支払

みのお里ぷら （36件/266人日）
箕面の森のきこり隊 （10件/98人日）
みのおフォレスターズ （6件/56人日）
箕面の山パトロール隊 （2件/14人日）
箕面ﾏｳﾝﾃﾝﾊﾞｲｸ友の会（3件/68人日）
今井水利組合 （1件/35人日）

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
派遣費用
請求



山林整備活動中の転落事故の概要
日時：2023年（令和5年）3月14日（火）午前11時ごろ
場所：箕面ドライブウェイ沿いの山林（私有林）
概要：3月14日（火）、山麓委員会からボランティア派遣要請を受けて、箕面の
山パトロール隊の隊員が私有林での不法投棄ゴミの回収活動中に、急斜面地
から転落し、病院に搬送しましたが、同日死亡が確認されました。

≪作業・事故の状況≫
※山パト隊員6名で活動

●①②の場所は急峻な
ためロープで安全確保し、
山林整備を実施

●その後、③の平坦部
分に移動し、不法投棄ゴ
ミの回収活動を実施。

斜面（足元が不安定な
所）で転倒、谷下まで約
40m転落。
※ヘルメットは着用して
いたが、転落途中で脱落。

③不法投棄ゴミの回収活動中



再発防止策の策定と安全管理の徹底について

情報共有と意見交換を図りながら、再発防止策を策定し、今後の

山林整備ボランティア派遣活動の安全管理を徹底する。

１，安全作業マニュアルの改訂版の作成

人材育成入門講座「みのお森の学校」、及び「山林整備サポー

ター養成講座」で使用している安全作業マニュアルを改訂

・箕面の山麓部は急斜面が多く、転落や落石が多く、
急斜面上部からの山林整備や不法投棄ゴミの回収
は禁止するなどの事項を追加

・箕面で過去に発生したヒヤリハットの実例などを
追加し共有する



再発防止策の策定と安全管理の徹底について

8月5日（土）安全管理の普及・啓発講座

大阪ボランティア協会、日本森林ボランティア協会

による講演など

・どうしたら安全で楽しく、ボランティア活動が出来る

のか、一緒に考える。

・意見交換や提案を受け、安全作業マニュアルを

改訂

・10月開催の山林整備ボランティア（サポーター）

対象の講習会で配布、安全管理を徹底

２，ボランティア活動の安全管理の普及、啓発



３，山林整備ボランティアの安心安全管理講習会の開催

・2023年度冬季に山林整備を行っていただくボランティア（サポーター）対象に

安心安全管理講習会を開催 ※原則、全員が受講 ※参加費：無料

日時：10月14日（土） 10：00～12：00 事前申込70名
場所：みのお市民活動センター多目的室（かやの中央）

※予備日：10月21日（土） 事前申込20名
場所：箕面文化・交流センター4階会議室

（追記）

・新規ボランティア対象に、ボランティア養成講座を開催

日時：10月28日（土） 10：00～15：00（予定） 事前申込10名 ※参加費：無料

場所：箕面市粟生外院5丁目「皿池公園」9：45（予定）

４，その他

①ボランティア活動保険、ボランティア・市民活動行事保険などの加入確認

②山での活動に特化した救急救命講習の定期的な開催を検討

③地権者別、又は地番別に個別の仕様書（注意ポイント）を作成


